
地域文化を未来に受け継ぐ文化観光の挑戦

文化庁

地域と文化の未来をつくる文化観光
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文化観光推進法

2020年5月施行

観光を通じて文化への理解を深め、
文化を起点とした好循環を形成する

文化観光拠点施設を中核とした
地域における文化観光の推進に
関する法律



博物館法第３条（博物館の事業）
３ 博物館は、第一項各号に掲げる事業の成果を活用するとともに、地方公共団体、学校、社会教育施設
その他の関係機関及び民間団体と相互に連携を図りながら協力し、当該博物館が所在する地域における教
育、学術及び文化の振興、文化観光（略）その他の活動の推進を図り、もつて地域の活力の向上に寄与
するよう努めるものとする。

7. 第３条第３項において「地域における教育、学術及び文化の振興、文化観光その他の活動の推進を図
り、もって地域の活力の向上に寄与するよう努めるものとする」と規定するうちの
① 「その他の活動」には、まちづくり、福祉分野における取組、地元の産業の振興、国際交流等の
多様な活動を含み、

② 「地域の活力の向上」には、地域のまちづくりや産業の活性化に加え、コミュニティの衰退や孤
立化等の社会包摂に係る課題、人口減少・過疎化・高齢化、環境問題等の地域が抱える様々な課
題を解決することを含むこと。

公布通知における留意事項

2022年4月 改正博物館法の成立
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文化観光の目指すところと、前時代型の観光
（マスツーリズム）の目指すところは異なる

活用圧力によって
文化財の保存が脅
かされるのでは？ 文化施設は収益

をあげるところで
はない

観光的な楽しさだ
けでは、学びや教
育が疎かになる

観光に取り組むことは「あるべき姿」を歪めてしまう！
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文化観光推進の

意義と目標



文化資源の保存・修復などを適切に進めていくことを大前提
として、多くの人々に文化資源の魅力を伝えることは、文化
の保存・継承の意義の理解につながり、新たな文化の創造・
発展につながるものである。

文化の振興を起点として、経済の牽引や国際相互理解の増進
につながる観光の振興を図り、さらには、人の往来や購買・
宿泊等の消費活動の拡大などを通じた地域の活性化を実現す
ることで、新しい文化の創造も含めた文化の振興に再投資さ
れる好循環が創出される。

文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

「
文
化
観
光
推
進
の
意
義
」



文化資源とは

有形の文化的所産としての建造物、絵画、彫刻、工芸品
等、無形の文化的所産としての演劇、音楽、工芸技術等
のほか、風俗慣習・民俗芸能・民俗技術等や遺跡・名勝
地・資料として整理された動植物等が幅広く含まれる。

文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律運用指針
92795701_01.pdf (bunka.go.jp)

必
要
な
視
点

「財（たからもの）」として
保存・継承されてきた文化を
社会や地域の維持向上に貢献しうる
「資源」として活用していく

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/92795701_01.pdf


文化観光拠点施設と文化観光を推進する事業を実施す
る者（文化観光推進事業者）、地方公共団体との連携
体制が構築されること

文
化
観
光
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

「
文
化
観
光
の
推
進
の
目
標
」

１

２

文化の振興を起点として、観光の振興、地域の活性化
につなげ、その経済効果が文化の振興に再投資される
好循環が創出されること

好循環の
創出

連携体制
の構築

文化観光拠点施設及び地域への国内外からの来訪者が
増加すること。特に、国外からの来訪者が今後１０年
間で現在の２倍程度まで増加すること。

３

４

文化観光拠点施設等における魅力ある解説・紹介等の
取組を通じて、多くの来訪者の文化への理解が深まり、
満足度が高まること

文化理解

来訪者の
増加



文化の
保存・継承

文化観光の
推進

文化理解（価値
の共有）

連携体制の構築

好循環の形成

来訪者の増加

経済的価値のみを
生み出そうとする
ものではない

文
化
資
源
の
多
様
な
価
値
を

広
く
共
有
す
る

文化観光では観光を通じ、経済的価値も含めた地域の活性化を図る。
その基盤となるのは文化資源の価値と魅力であり、文化理解の促進である。

新しい文化の創造・発展
経済の牽引
国際相互理解



文化資源を未来へと継承するためには、
多くの人が多様な価値を見出し、共有・共創することが必要

そのための重要な取り組みのひとつが文化観光

基準をもって定まった価値（客観的・絶対的）

利用者や情報の受け手が感じる価値（主観的・相対的）

その「価値」は共有されているか

文化財は国民
共有の財産

博物館は
地域の宝

「財産（たからもの）」としての認識＝価値を感じるかどうか



Sustainable Cultural Tourism（ICOM/WFFM2007.12）

Role of Museums 
in Education and 
Cultural Tourism 
Development
（UNESCO/ICOM
2010.10）

INTERNATIONAL CULTURAL TOURISM 
CHARTER
Managing Tourism at Places of Heritage 
Significance（ICOMOS1999）

遺産の保護と開発との関係性だけでなく、観光と
地域社会との共生的関係性についても謳っている。
また文化観光プログラムは自然及び文化的な遺産
の特性を保護し強化するものであるべきとする。

→今日的な「文化観光」の定義の嚆矢

文化観光は
遺産保護や
教育と同様に
取り組むべき

事業



保存と活用の好循環の拠点

「文化観光拠点施設」

文化観光拠点施設を中核とした
地域における文化観光の推進に関する法律







文化観光ガイドブック.pdf (bunka.go.jp)

来
館
者
目
線
で
の
展
示
改
善

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf


文化観光ガイドブック.pdf (bunka.go.jp)

来
館
者
目
線
で
の
展
示
改
善

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf


来
館
者
目
線
で
の
展
示
改
善

群馬県立歴史博物館
埴輪の3Dモデル作成・デジタルアーカイブ化
アプリやデジタル展示などへ活用



文化観光ガイドブック.pdf (bunka.go.jp)

多
言
語
に
よ
る
解
説

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf


文化観光ガイドブック.pdf (bunka.go.jp)

多
言
語
に
よ
る
解
説

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka_gyosei/bunkakanko/pdf/94034301_02.pdf


コンセプトとビジョンの掘り下げ（展示の狙い）
辞書的な情報羅列ではなくストーリー

文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

「
価
値
」
を
伝
え
る

価値と魅力の共有 ≠ 知識教授・学習
地域に広げる・繋げる 館内で完結する体験

基本的知識がなく関心が薄い
「ついで利用」

滞在時間が短い
再来館は基本しない

文
化
観
光
で
想
定

さ
れ
る
来
訪
者

文
化
観
光
で
求
め
ら

れ
る
展
示
・
解
説
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博物館・文化財担当者 地域住民・観光事業者

両者の連携成果
【妥協】

両者の真の連携成果
【相乗】

真の連携とは：価値共有による共創 相互理解と信頼、尊重のもとに、事
業価値を共創するなかで互いの想像
を超えた成果が生まれる。
事業を持続的で発展的なものとする
ためにも多様な主体との協働が必須。

使用許可・名義協力
伝統的価値の押しつけ

文化の囲い込み

表層的・誤認に基づい
た商品・イベント造成

文化の切り取り

伝統的価値の磨き上
げと積極的な発信

伝統的価値を基盤と
した新しい価値創造

文化の価値と魅力の共有
アウトカム・ゴールの共有

活用は保存をおび
やかす
「素人」の利用が
文化資源の価値を
損ねる

観光対象のひとつ
としての文化資源
楽しくおもしろけ
ればいい

文化資源の新しい価値と
魅力を取り込みたい！
多様な主体と連携して仲
間を増やしたい！

持続的に事業を展開する
ために文化資源を保存・
継承したい！
新しい価値を創出し、地
域文化を盛り上げたい！

保存のための過剰な規制 持続性・真正性に配慮しない活用
地域固有の文化の真正性の尊重と磨き上げ

多様な活用・発信と新しい価値創造、支え手・担い手の拡大
共生的視点に立った持続的な地域文化の継承と発展



取組事例



伝統的な産業を継承するには？



確実な
衰退サイクル

竹産業

竹作家利用者

利用者
観光客

竹産業
竹作家

商品提供

購入

伝統産業であるため、市場規
模が小さく先細り

伝統産業に関わる関係者全体
が緩やかに衰退



地域の伝統的な産業と
工芸・美術に光を当てる

大分県立美術館
「竹会」



大分県立美術館「竹会」

竹会 <たけえ> OITA BAMBOO ART & LIGHTS 2023 | (o-bje.net)

https://www.o-bje.net/lp/takee/
https://www.o-bje.net/lp/takee/
https://www.o-bje.net/lp/takee/
https://www.o-bje.net/lp/takee/
https://www.o-bje.net/lp/takee/
https://www.o-bje.net/lp/takee/


OITA BAMBOO ART ＆ LIGHTS 2024 『竹会』 竹の魅力に会える16日間 | | 大分県立美術館(OPAM)

https://youtu.be/e9u3iucT-nk
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313
https://www.opam.jp/exhibitions/detail/2313






利用者
観光客

竹産業
竹作家

アート・クラフトとしての商品
現代ニーズに合った商品

増加した購入

大分県立美術館

竹工芸・アートの
魅力化

販売チャネル
の提供

大分ならでは
の文化体験

アート・クラフトイベント
《竹会》

新規顧客新しい担い手

市場の拡大

美術館が新しいアート・クラフ
トとしての価値・魅力を発信
市場の拡大による産業育成

新しい鑑賞・
体験コンテンツ

入館料

販売手数料

飲食

周辺地域を含めた
にぎわい

所蔵作品
への理解促進



会場であるアトリウムへの
入場者数：

2023年 22,434人 2024年 32,358人
インバウンドの入場者数：

2023年 553人 2024年 736人
工芸作品売上：

2023年約20万円 2024年約50万円
竹工芸特集展示(此君礼賛おおいた竹ものがたり）入場者数：

2023年 2,009人 2024年 3,023人

竹会（開催期間を含む20日）のデータ



これからに向けた
発展サイクル

竹産業

竹作家利用者

アートやクラフトとしての作品展示・発信
現代的な魅力の付加
新しい市場の創出

大分県立
美術館

《竹会》

所蔵の工芸作品への理解
価値・魅力の共有
地域文化の継承と発展
地域の活性化

使命と目的



一部関係者による維持
保存のための公的補助

新しい価値 新しい経済（文化芸術・観光）

現代社会・市場との乖離
担い手の経時的減少

地域社会・市場との再接続
新しい担い手・支え手の創出

地
域
の
活
性
化
と
文
化
の
継
承

多様な主体による活用と保存
文化を起点とした交流と好循環

伝統的価値 近現代化以前の経済（生業）



地域文化は他にないユニークな資源
その活用が地域の未来を創る
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